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＜筑後エリア＞ 
＊３月６日 カシラダカ・花立山周辺 野田(敦) 
花立山周辺でカシラダカを多数観ました。この日はいいお天気で、カモ類を含めて 34 種観察で

きました。山道に少し入った所で、檻に入っている若いイノシシを見ました。山道は要注意です。 
 
＊３月９日 イソヒヨドリ＊囀り・久留米市諏訪野町 野田(敦) 
車から降りようとした時、近くから美しい鳥の声がしました。マンションの 4 階の手摺に､雄の

イソヒヨドリが止まって囀っています。すぐ傍に雌もいて一緒に飛びまわっていました。イソヒヨ
ドリの囀りはとっても綺麗で、雌のみならず人間も聴き惚れてしまいます。 
 
＊3 月 12 日 ツバメ＊初認・久留米市草野町 川口昌尚 

本日、久留米ふれあい農業公園で上空をツバメが飛んでいます。今年の初見です。 
 
＊3 月 12 日 アメリカヒドリ・筑後広域公園 怡土秀子 
朝早く筑後広域公園に、行きました。ヒドリガモの群れは、広場に上がり芝生を食べ始めました。

遅れて上がって来たアメリカヒドリを、見ていると、一瞬、高さ 1m位、距離２ｍ位を飛びました。
アメリカヒドリ１羽だけが飛んでくれて、ラッキーな朝でした。 
 
＊３月 13 日 うきは市流川の野鳥 怡土秀子 
ウソを探して、うきは市流川を訪れました。流川は、2kmの桜並木です。果樹園の方から桜の大

木にやって来て、早口で囀る 10 羽ほどのカシラダカ、繁殖地へ渡る前には、鳴き交わすのですね。
ウソは、いませんでしたが、番いのビンズイもすぐ近くまで、何度もやって来ました。 
 

＊３月 13 日 トラツグミ・濃施山公園探鳥会 中嶋秀利 
温室の谷沿いでトラツグミを見かけたとの情報があり僅かな期待感を抱いて出向くと運よく虎模

様の斑紋をした？珍鳥を観察撮影すること出来ました。 

 
△トラツグミ 撮影：中嶋 



 

 

＊３月 14 日 ルリビタキと目が合った 怡土秀子 
林道の端で、餌を探していた若鳥のルリビタキ。すぐに目の前の枝に飛んで来て、ばっちり目が

合ってしまった。ごめんね。驚かせて。 
 

＊３月１４日 ツバメ＊初認 久留米市青峰 松富士将和 
今年は遅く、青峰では 3月 14 日でした。 

 
＊３月 14 日 やっと来たツバメ 怡土秀子 
我が家に、毎年帰ってくるツバメ。例年 2、3 日遅れでもう１羽がやってくるのですが、今年は何

時間の差で、やって来ました。10 年目で初めての事です。夕方、仲良く電線で 2 羽休んでいまし
た。 
 
＊３月 20 日 アリスイ・筑後広域公園探鳥会 江口浩喜 
池には、ヒドリガモに混じってアメリカヒドリがいて、順光でみると頭の光沢のあるグリーンが

きれいに確認できました。しかし、クイナ、ヒクイナも見れず、目玉の鳥がないまま終盤になって、
少し気落ちしていたところで、最後の最後に、T さんが枯れた芝の上で餌をついばんでいるアリス

イを発見され、みんなでじっくり観察でき、大感激でした。 

 
△アリスイ 撮影：江口 
 
＊３月 21 日 オシドリ・小郡市 小郡の西本 
犬を連れて近所を散歩中に、大正堤でオシドリを見かけました。なかなか近くへ寄って来てくれ

ませんが、双眼鏡では奇麗な姿を見せてくれました。 
帰ってから早速カメラを持ち出し撮影に。 
昨年見かけたときにはカメラを取りに行っている間にいなくなっていましたので 1年越しの再チ

ャレンジです。 



 

 

 
△オシドリ雄 撮影：西本 

 

△オシドリ雄雌 撮影：西本 



 

 

＊3 月 20 日 ミヤマホオジロ＊♂♀各 1 羽 立花いこいの森公園（柳川市三橋町） 江口浩喜 

 

△ミヤマホオジロ 撮影：江口 
 
＊３月 26 日、28 日ハチジョウツグミ＊１羽 立花いこいの森公園（柳川市三橋町） 江口浩喜 
少し色合いが違うツグミがいると思っていたらハチジョウツグミでした。 

 

△ハチジョウツグミ 撮影：江口 



 

 

＊３月 27 日 イワツバメ・小郡市 野田(美) 
小郡市の陸橋にイワツバメの営巣を見に行きました。ちょうど１週間前の日曜日に巣作りをして

いるのを確認していましたが、すでに抱卵しているようでした。（巣の写真の掲載は控えます） 
ただ、５つある巣のうち、ひとつはスズメに取られてしまったようで、イワツバメの世界でも住

宅事情は厳しいようです。ふと気付くと、ホオジロハクセキレイの♂が足元のあぜ道を歩いていま
した。こちらは旅の途中でしょうか。 

 

△イワツバメ 撮影：野田(美) 

 
△ハクセキレイ(亜種ホオジロハクセキレイ) 撮影：野田(美) 



 

 

＊3 月 29 日 ニュウナイスズメ＊8 など 筑後広域公園 江口浩喜 
毎年この時期、ニュウナイスズメが桜の花を求めてやってくるようです。 
また、スズメも桜の花に囲まれて絵になります。 

 
△ニュウナイスズメ雄 撮影：江口 

 
△ニュウナイスズメ雌 撮影：江口 



 

 

 
△スズメ 撮影：江口 
 
＊3 月３１日 イカル、オオタカ 久留米市青峰 松富士将和 
我家の裏の林でイカルが鳴きました。と、喜んでいたら、今朝、庭のエサ台のスズメが、オオタ

カ？に襲われて、1羽が加え去られたと妻が云って、大興奮していました。 
 
＊４月６日 タヒバリ*10 など・合川町河川敷 野田(敦) 
大根の花と菜の花が満開で河原を埋め尽くしています。タヒバリが木の上と河原でツィ･ツィと鳴

き合っていました。地味でお世辞にも綺麗とは言えず鳥信にも載りませんが、ツィ･ツィと鳴く声は
やや寂しげですが可愛らしいです。河原に立って観ていると、あちこちから飛び立って来て 10 羽
程の群れになりました。暫く飛びまわったあと一斉に草むらに隠れてしまいましたが、１羽だけ遠
くから私を監視していました。ホオアカ、セッカ、ヒバリ、アオジもいました。 
 

＜近隣エリア＞ 

 

＊４月２日 東与賀干潟などの野鳥 石橋(信) 
八田江川堤防から行きましたが河口に、マガモ、カルガモ、ホシハジロの中にシマアジ♂を見る

ことが出来した。本命のオニアジサシはフィールドスコープで覗くと、遠くの水際にそれらしき姿
が有りました。 
再度フィールドスコープで覗くと、見間違えそうなコアジサシ 2 羽、その後オニアジサシを見つ

けました。その間にムナグロも数羽夏羽交じりで現れてくれました。 
満潮時を過ぎ佐賀空港、中山の立花公園に移動しましたが、ツグミ、ムクドリ等の何時もの鳥だ

けで、駐車場車に向かう途中、東方向からハヤブサが飛んで西方向に飛び去り、高圧線鉄塔の上に
止まっていました。 
このハヤブサは、胸の模様は横縞模様ですが、黒ではなくレンガ色のような個体です。 



 

 

 
△シマアジ 撮影：石橋(信) 

 

△ムナグロ 撮影：石橋(信) 



 

 

 

△オニアジサシ 撮影：石橋(信) 

 
△ハヤブサ 撮影：石橋(信) 



 

 

 
△ハヤブサ 撮影：石橋(信) 
 
＊４月２日 オニアジサシ＊1・東与賀干潟 野田(美) 
 前日にオニアジサシの話は聞いていましたが、あまり期待はしていなかったので、じっくり観察
出来てラッキーでした。 

 

△オニアジサシ 撮影：野田(美) 



 

 

＜その他の地域＞ 
＊3 月 12 日 オオタカの若鳥・熊本市江津湖(加勢川)  小郡市の西本 
胸の模様からオオタカの幼鳥かと思いましたが、初列風切が 5枚のようなので別種なのか迷って

います。 

 
△オオタカ 撮影：西本 
 
【補足・池長】 
確かに翼指（初列風切の先端）がはっきり見えている右側の翼では翼指は 5本に見えます。 
オオタカの翼指は 6 本と言われているので少ないように思えますが、よく見るとその部分が欠落

しているようです。 
左側の翼の先端は翼指の分離が明瞭には見えませんが、初列風切の先端に 6枚あるのがわかりま

す。 

また、顔つきを見てもオオタカと判断できます。 


